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                     ４ 令和６年消防概況   

１ 防火管理協会会長ご挨拶        ５ 本年度事業トピックス 

２ 消防長ご挨拶             ６ 記憶を風化させない、今こそ備える 

３ 令和５年度優良会員等表彰       ７ 備品紹介 

 
 

         第９１号 
 

会報 

 

謹んで新年のお慶びを申し上げます 

小千谷地域防火管理協会 

会 長 宮 川 洋 祐 

副会長 丸 山 謙 一 

副会長 伴   雅 史 

（風船一揆） 

主な記事 
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年
頭
の
ご
挨
拶 

小
千
谷
地
域
防
火
管
理
協
会 

会
長 

 

宮 

川 

洋 

祐 

（
株
式
会
社 

魚
沼
電
子 

代
表
取
締
役
社
長
） 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

日
頃
よ
り
当
協
会
の
活
動
に
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
も
日
本
列
島
は
様
々
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
印
象
深
い
災
害
と
し

て
は
、
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、

そ
し
て
、
復
興
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
で
９
月

に
発
生
し
た
能
登
半
島
豪
雨
で
す
。
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
今
な
お

復
興
は
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
も
２

０
年
前
の
中
越
大
震
災
か
ら
復
興
し
た
よ
う
に
、

能
登
半
島
の
皆
様
も
時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
必
ず
や
復
興
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

１
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
末
は
全
国
的
に
火
災
の
ニ
ュ
ー
ス

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
見
た

り
、
聞
い
た
り
す
る
た
び
に
、
「
人
ご
と
」
と
せ

ず
、
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
備
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

小
千
谷
市
消
防
本
部
管
内
に
お
け
る
昨
年
の

火
災
状
況
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
１
年
間
の
火

災
件
数
は
９ 

件
と
昨
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
皆
様
の
常
日
頃
の
防
火
意
識
の
向

上
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引

き
続
き
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
も
、「
自

分
の
事
業
所
は
自
分
達
で
守
る
」
と
い
う
基
本
理

念
を
確
認
し
、
日
頃
よ
り
、
火
災
予
防
や
防
火
知

識
の
普
及
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 次

に
、
当
協
会
の
活
動
に
お
い
て
は
、
「
甲
種

防
火
管
理
新
規
講
習
」
、
２
回
の
「
普
通
救
命
講

習
」
や
春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
に
お
け
る
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、「
１
日
消
防
署
長
」「
防
火
イ

ラ
ス
ト
・
書
道
展
」
等
を
開
催
し
ま
し
た
。 

中
で
も
、「
１
日
消
防
署
長
」
で
は
、
吉
谷
小
学

校
の
児
童
２
名
に
よ
る
化
学
車
で
の
管
内
防
火

広
報
、
本
町
商
店
街
に
お
い
て
防
火
の
お
願
い
を

行
い
、
市
民
の
皆
様
へ
の
防
火
意
識
の
普
及
と
啓

蒙
に
努
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
わ
く
わ
く
消
防
教

室
」
と
致
し
ま
し
て
地
震
体
験
車
で
市
内
の
幼
稚

園
、
保
育
園
に
赴
き
、
地
震
の
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
好
評
を
得
ま
し
た
。 

当
協
会
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
幼
少
年
防

火
委
員
会
、
危
険
物
安
全
協
会
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
、
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
及
び
小
千
谷
市

消
防
団
並
び
に
消
防
本
部
と
の
連
携
を
深
め
、
市

民
の
防
火
意
識
の
普
及
、
啓
蒙
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
の
活

動
に
お
い
て
も
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
御
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
し
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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新
年
の
ご
挨
拶 

小
千
谷
市
消
防
本
部 

消
防
長 

 

村 

山 
 

博 

 
 

（
小
千
谷
地
域
防
火
管
理
協
会 

顧
問
） 

 

輝
か
し
い
令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら

防
火
思
想
の
普
及
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
る
業

務
を
通
じ
て
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に
ご
尽
力
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
冬
は
気
温
が
下
が
り
食
卓
に
上
る
こ
と

が
増
え
る
の
が
鍋
料
理
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
う
家
庭
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
が
欠
か
せ
な
い
家
庭
も
増
え
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
火
気
器
具
は
、
使
用
時
に
十

分
気
を
つ
け
な
い
と
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
東
京
消
防
庁
で
は
公
式
Ｘ

（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
ア
カ
ウ
ン
ト
で
、「
鍋
が
美

味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
、
注
意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
。
同
庁
は
「
○

○
○
不
足
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
！
」
と
の
書
き
出
し
で
、
1
本

の
動
画
を
投
稿
し
ま
し
た
。
動
画
は
「
換
気
不
足

に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま

す
！
」
と
注
意
喚
起
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
始
ま
り
、

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
3
つ
紹
介
し
て
い
ま

す
。
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
設
備
・
器
具

を
使
用
す
る
際
は
、
正
し
い
使
用
法
を
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
換
気
扇
を
使
用
し
た
り
、

定
期
的
に
窓
を
開
け
た
り
し
て
、
換
気
を
十
分
に

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
使
用
中
に
少
し
で
も
異

常
を
感
じ
た
ら
、
使
用
を
中
止
し
、
十
分
に
換
気

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
不
完
全
燃
焼
も
、
一
酸
化

炭
素
が
発
生
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
器
具

は
定
期
的
に
点
検
し
、
き
れ
い
に
す
る
こ
と
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

消
防
の
話
に
戻
り
ま
す
と
、
令
和
6
年
の
救

急
及
び
火
災
概
況
に
つ
い
て
、
救
急
出
動
件
数
が

過
去
最
多
と
な
り
1,868
件
で
、
前
年
比
8
％
増
、

市
民
19
人
に
一
人
を
搬
送
し
た
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
政
府
の
将
来
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、
救
急

需
要
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
年
々
増
大

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
救
急
活
動
時
間
の

延
伸
防
止
と
と
も
に
、
こ
れ
に
伴
う
救
命
率
の
低

下
を
防
ぐ
対
策
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。 

消
防
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当
市
の
更
な

る
救
急
体
制
の
充
実
の
た
め
、
救
急
救
命
士
の
育

成
と
並
行
し
て
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
の
火
災
件
数
は
９
件
で
、
住
宅
火

災
に
お
け
る
高
齢
者
の
死
傷
者
は
０
件
で
あ
り

ま
し
た
。 

全
国
的
に
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
高
齢
者
の
死
傷

率
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
住

宅
防
火
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
小
千
谷
地
域
防
火
管
理
協
会
と
会
員

事
業
所
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
、
ま
た
、
本
年
が
災
害
の
な
い
平
穏
で
幸
多

き
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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令
和
５
年
度
優
良
会
員
等
表
彰  

     

 

 

【
優
良
防
火
管
理
者
表
彰
】 

防
火
管
理
者
と
し
て
、
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
を
的
確
に
遂
行
し
て
い
る
こ
と
、
消
防
計
画
に
基

づ
く
定
期
的
な
自
衛
消
防
訓
練
を
熱
心
に
実
施

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
功
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

（
規
則
第
4
条
第
1
項
第
1
号
該
当
） 

 

○
小
千
谷
市 

小
粟
田 

 
 
 

小
千
谷
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

防
火
管
理
者 

湯
本 

文
昭 

 

様 

(

写
真 

前
列
左
側
） 

 

【
優
良
事
業
所
表
彰
】 

消
防
用
設
備
が
適
正
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

職
員
の
防
火
意
識
が
高
く
、
消
防
計
画
に
基
づ
く

定
期
的
な
自
衛
消
防
訓
練
を
熱
心
に
実
施
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
功
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

（
規
則
第
4
条
第
1
項
第
3
号
該
当
） 

 

○
小
千
谷
市 

上
ノ
山 

 
 
 

阿
部
幸
製
菓
株
式
会
社 

 
様 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真 

前
列
中
央
左
側
）  

 

 

 

【
住
宅
防
火
モ
デ
ル
地
区
無
火
災
表
彰
】 

令
和
五
年
度
の
当
管
内
の
住
宅
防
火
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
指
定
を
受
け
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識 

 

の
高
揚
に
努
め
、
一
年
間
の
無
火
災
を
達
成
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

（
規
則
第
4
条
第
1
項
第
4
号
該
当
） 

 

○
小
千
谷
市 

 

 

旭
町 

町
内
会 

 

様 

(

写
真 

前
列
中
央
右
側
） 

○
長
岡
市
川
口
地
域 

 

川
口
中
山 

町
内
会 

 

様 

（
写
真 

前
列
右
側
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

防
火
管
理
に
つ
い
て
、
他
の
模
範
と
な
る
優
良

防
火
管
理
者
、
優
良
事
業
所
等
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 
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｜
火
災
概
況
｜ 

 

◆
出
火
件
数 

（
速
報
値
） 

※
（ 

）
内
は
前
年
数 

 
 

出
動
全
体 

 
 

 

9
件
（
10
件
） 

 
 

 

小
千
谷
市 

 
 

8
件
（
7
件
） 

 
 

 

川
口
地
域 

 
 

1
件
（
2
件
） 

 
 

 

高
速
道
路 

 
 

0
件
（
1
件
） 

 

◆
火
災
種
別 

 
 

建
物
火
災 

 
 

 

4
件
（
3
件
） 

 
 

 

小
千
谷
市 

 
 

3
件
（
3
件
） 

 
 

 

川
口
地
域 

 
 

1
件
（
0
件
） 

車
両
火
災 

 
 

 

2
件
（
3
件
） 

 
 

 

小
千
谷
市 

 
 

2
件
（
1
件
） 

 
 

 

川
口
地
域 

 
 

0
件
（
1
件
） 

 
 

 

高
速
道
路 
 

 

0
件
（
1
件
） 

そ
の
他
火
災 

 
 

2
件
（
4
件
） 

 
 

 

小
千
谷
市 

 
 

2
件
（
3
件
） 

 
 

 

川
口
地
域 

 
 

0
件
（
1
件
） 

林
野
火
災 

 
 

 

1
件
（
0
件
） 

 
 

 

小
千
谷
市 

 
 

1
件
（
0
件
） 

 
 

 

川
口
地
域 

 
 

0
件
（
0
件
） 

 

◆
出
火
原
因 

（
速
報
値
） 

 

出
火
原
因
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。 

 

 

◎
火
災
概
況
に
お
け
る
傾
向 

 
 

令
和
6
年
の
火
災
件
数
は
9
件
で
、
前

年
と
比
較
す
る
と

1
件
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

建
物
火
災
は
前
年
よ
り

1
件
増
加
し
、

4
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

死
傷
者
数
は
、
死
者
0
名
、
負
傷
者
2

名
の
計
2
名
発
生
し
て
い
ま
す
。 

出
火
原
因
を
見
る
と
、
た
ば
こ
、
た
き

火
、
虫
焼
火
な
ど
火
の
不
始
末
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
火
災
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

少
し
の
不
注
意
が
大
き
な
火
災
に
つ
な

が
り
ま
す
。
各
事
業
所
や
ご
家
庭
に
お
い

て
も
、
暖
房
器
具
や
火
気
の
取
扱
い
に
は

ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

合 
 

 
 

 

計 

不

明 

交

通

機

関

内

配

線 

そ

の

他

の

都

市

ガ

ス

を

用

い

る

固

定

し

た

ガ

ス

設

備 

ご

み

焼

却

炉 

た

ば

こ 

た

き

火 

虫

焼

火 

線

香 

出 

火 

原 

因 

9 1 1 1 1 2 1 1 1 

件

数 
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｜
救
急
概
況
｜ 

（
速
報
値
） 

◆
救
急
出
場
件
数 

※(
 

)

内
は
前
年
数 

 
 

出
場
全
体 

 
 

 

1,868
件
（

1,727
件
） 

 
 

 
小
千
谷
市 

 
 

1,645
件
（

1,526
件
） 

川
口
地
域 

 
 

211
件
（
190
件
） 

高
速
道
路 

 
 

12
件
（
11
件
） 

 
 

 

そ
の
他
（
管
轄
外
）
0
件
（
0
件
） 

◆
事
故
種
別 

 
 

 

急
病 

 
 

 
 

1,216
件
（

1,140
件
） 

 
 

 

一
般
負
傷 

 
 

282
件
（
241
件
） 

 
 

 

交
通 

 
 

 
 

93
件
（
70
件
） 

 
 

 

そ
の
他 

 
 

 

277
件
（
276
件
） 

※
そ
の
他
に
は
、
転
院
搬
送
、
労
働
災
害
、

自
損
行
為
等
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

◎
救
急
概
況
に
お
け
る
傾
向 

救
急
出
場
件
数
は
1,868
件
で
、
搬
送
人
員
は

1,688
名
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
過
去
最
高
の
件
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
日
平
均
で
見
る
と
、

約
5.1
件
出
場
し
、
約
4.6
名
を
搬
送
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

｜
救
助
概
況
｜ 

（
速
報
値
） 

◆
救
助
出
動
件
数 

※(
 

)

内
は
前
年
数 

 
 

出
動
全
体 

 
 

 
 

30
件
（
21
件
） 

 
 

 

小
千
谷
市 

 
 

 

24
件
（
15
件
） 

 
 

 

川
口
地
域 

 
 

 

3
件
（
4
件
） 

 
 

 

高
速
道
路 

 
 

 

3
件
（
2
件
） 

 
 

 

そ
の
他
（
管
轄
外
）
0
件
（
0
件
） 

 

◆
事
故
種
別 

 
 

 

火
災 

 
 

 
 

 

1
件
（
0
件
） 

 
 

 

交
通
事
故 

 
 

 

16
件
（
6
件
） 

 
 

 

機
械
に
よ
る
事
故 

2
件
（
2
件
） 

 
 

 

水
難 

 
 

 
 

 

0
件
（
2
件
） 

 
 

 

建
物
等
に
よ
る
事
故
4
件
（
4
件
） 

 
 

 

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故
1
件
（
0
件
） 

そ
の
他 

 
 

 
 

6
件
（
7
件
） 

※
そ
の
他
に
は
、
山
菜
採
り
中
の
事
故
、
木

の
伐
採
中
の
事
故
等
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

◎
救
助
概
況
に
お
け
る
傾
向 

救
助
出
動
件
数

30
件
の
う
ち
救
助
人
員

は
21
名
で
し
た
。 

交
通
事
故
に
よ
る
出
動
が

16
件
で
全
体

の
約
53
％
と
な
り
ま
し
た
。 

  

  

 

小
千
谷
市
は
上
ノ
山
、
長
岡
市
川
口
地
域

は
川
口
中
山
（
竹
田
地
区
）
、
木
沢
（
木
沢
地

区
、
峠
地
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
「
住
宅
防
火
モ

デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
、
4
月
か
ら
火

災
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
も
モ
デ
ル
地
区
に
の
ぼ
り
旗
や
火
災

予
防
啓
発
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
等
を
行
い
、

火
災
予
防
に
協
力
し
て
い
ま
す
。 

 

 

火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
伴
い
、
小
千
谷

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団
女
性
部
、
東

北
電
力
株
式
会
社
と
共
に
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
、
火
の
元
点
検
及
び
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
行
い
、
9
世
帯
に

計

13
個
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
新
た
に

設
置
し
ま
し
た
。 
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4
月
4
日(

木)

小
千
谷
市
立
吉
谷
小
学
校

六
年
生
2
名
が
一
日
消
防
署
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
宮
川
会
長
と
防
火
チ
ラ
シ
等
を
配
布

し
火
災
予
防
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。 

 ●
辞
令
交
付
の
様
子 

 

「
一
日
消
防
署
長
体
験
を
振
り
返
っ
て
」  
 

金
子 

宙
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
一
日
消
防
署
長
』
と
い
う
、
大
人
で
も
な
か

な
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
行
く
前
は
、
ド
キ
ド
キ
す
る
気
持
ち
と

ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
し

た
。 「

こ
れ
か
ら
一
体
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
ろ

う
。
」 

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
想
像
し
て
い
た
ら
消
防
署

に
到
着
し
ま
し
た
。
消
防
署
の
中
に
入
っ
た
ら
、

消
防
署
員
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
て
、
緊
張
感

が
増
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
消
防
署
の
制
服
を
着

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で

す
。 市

内
を
巡
回
し
た
り
、
通
信
指
令
室
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
り
し
た
後
、
は
し
ご
車
に
乗
り
ま
し

た
。
乗
っ
て
み
る
と
、
街
が
一
望
で
き
て
ス
リ
ル
満

点
で
し
た
。
一
番
上
ま
で
い
く
と
、
ま
る
で
空
を

飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
手
を
振
る
と
、
笑
顔
で
返
し

て
く
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
消
防
署
の
方

は
、
い
つ
も
こ
ん
な
に
高
く
て
怖
い
も
の
に
平
気

な
顔
で
乗
っ
て
い
た
の
か
、
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
チ

ラ
シ
を
配
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
一
生

懸
命
呼
び
か
け
た
こ
と
で
、
や
っ
と
全
て
の
チ
ラ

シ
を
配
り
終
わ
っ
た
時
は
、
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。 

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
消
防
士
さ
ん
の
仕

事
は
大
変
だ
け
れ
ど
、
人
々
の
役
に
立
て
る
素

晴
ら
し
い
職
業
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

生
か
し
て
、
地
域
の
た
め
に
何
か
貢
献
し
た
い
と

感
じ
た
一
日
で
し
た
。(

原
文
の
ま
ま
引
用) 

 

●
は
し
ご
車
試
乗
体
験
の
様
子 

 

 
 

一日消防署長の金子宙人さん 
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「
一
日
消
防
署
長
体
験
を
振
り
返
っ
て
」 

吉
田 

奈
央 

 

 

私
は
、『
一
日
消
防
署
長
』
を
体
験
し
て
、
心

に
残
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
任
命
式
の
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん

の
消
防
隊
員
の
人
た
ち
が
私
た
ち
を
見
て
い
て
、

す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。 

 

「
今
日
は
、
消
防
署
長
の
仕
事
を
し
っ
か
り
や

り
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
」 

と
、
意
気
込
み
を
言
い
終
え
る
と
、
少
し
ほ
っ
と

し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
は
し
ご
車
に
乗
っ
た
こ
と
で
す
。
最

初
は
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
怖
い
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
景
色
を
眺
め
る

く
ら
い
心
の
余
裕
が
あ
り
、
小
千
谷
の
街
が
す

ご
く
き
れ
い
に
映
り
ま
し
た
。
建
物
が
小
さ
く

見
え
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
消
防

隊
員
の
人
た
ち
は
、
こ
の
高
さ
か
ら
消
火
活
動

や
救
助
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と
、

尊
敬
す
る
思
い
で
す
。 

 

三
つ
目
は
、
本
町
に
行
っ
て
、
チ
ラ
シ
配
り
を
し

た
こ
と
で
す
。
最
初
は
、
渡
す
と
き
に
緊
張
し
て

う
ま
く
渡
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
て

い
く
う
ち
に
緊
張
が
と
け
て
き
て
、
だ
ん
だ
ん
う

ま
く
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
消
防
隊
員
の
人
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

今
回
は
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
て

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
消
防
隊
員
の
人
た

ち
は
す
ご
い
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。
（
原
文
の
ま
ま
引
用
） 

 

●
は
し
ご
車
試
乗
体
験
の
様
子 

 

 

●
防
火
チ
ラ
シ
等
の
配
布
の
様
子 

 

●
通
信
指
令
室
見
学
の
様
子 

 

一日消防署長の吉田奈央さん 
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秋
の
火
災
予
防
運
動
に
併
せ
、
10
月

29
日

（
火
）
、
30
日
（
水
）
、
31
日
（
木
）
に
小
千
谷
市

幼
少
年
防
火
委
員
会
主
催
の「
わ
く
わ
く
消

防
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
ひ
ば
り
認
定
こ
ど
も
園
、
東
保

育
園
、
北
保
育
園
（
3
施
設
と
も
当
協
会
加

入
事
業
所
）
を
訪
問
し
、
消
防
車
両
展
示
、
起

震
車
体
験
、
濃
煙
体
験
、
防
災
ダ
ッ
ク
ク
イ
ズ

を
実
施
し
、
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

園
児
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
表
情
で
消
防
職

員
の
話
し
を
じ
っ
と
聞
い
て
い
た
そ
う
で
す
。 

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
大
災
害
に
備

え
、
幼
少
期
か
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。 

当
協
会
も
本
事
業
に
協
賛
し
、
の
ぼ
り
旗

を
掲
げ
ま
し
た
。 

        

 

●
消
防
車
両
展
示
の
様
子 

           

●
濃
煙
体
験
の
様
子 

            

 

●
起
震
車
体
験
の
様
子 

           

●
防
災
ダ
ッ
ク
ク
イ
ズ
の
様
子 
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6
月
4
日(

火)

、
9
月
25
日(

水)

に
普
通
救

命
講
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
1
回
目
は
23

事
業
所
か
ら
42
名
、
第
2
回
目
は
17
事
業
所
か

ら
27
名
の
方
が
受
講
し
、
救
命
に
必
要
な
知
識
と

技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。 

普
通
救
命
講
習
は
、
2
年
ご
と
の
受
講
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
講
習
は
事
業
所
で
の
開

催
も
可
能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
事
業
所
は
、
当
協

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
第
3
回
目
は
定
員
40
名
で
１
月
30
日

(

木)

に
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
開
催
予
定
で
す
。 

 

 

 

7
月

18
日(

木)

と
19
日(

金)

の
2
日
間
、

「
サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
」
に
お
い
て
、
甲
種
防
火
管

理
新
規
講
習
を
実
施
し
、
43
名(

当
協
会
加
入

事
業
所

25
名
）
の
方
か
ら
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

近
年
で
は
、
工
場
や
福
祉
施
設
、
雑
居
ビ
ル

等
で
多
く
の
死
傷
者
を
伴
う
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
が

防
火
管
理
体
制
の
不
備
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

新
た
に
資
格
を
取
得
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
こ

れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
、
防
火
管

理
者
と
し
て
、
適
切
な
防
火
管
理
業
務
の
遂
行

に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

大
規
模
な
特
定
防
火
対
象
物
等
の
防
火
管

理
者
は
、
消
防
法
令
の
改
正
等
を
把
握
し
、
防

火
管
理
業
務
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
の
更
新
が
必
要
と
さ
れ
、
5
年
ご
と

に
再
講
習
の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

     

 

 

市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
か
ら
、

防
火
イ
ラ
ス
ト
・
書
道
合
わ
せ
て
305
点
の
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
秋
の
火
災
予
防
運
動

期
間
に
併
せ
て
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。 
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 2004 年の新潟県中越地震から 20 年が経過し人々の記憶も徐々に薄れていく中、昨年は

能登半島地震が発生し、新潟県内にも大きな被害をもたらしました。 

中越地震から 20年の節目を機に、もう一度地震に対する備えを確認しましょう。 

また、災害の記憶を風化させず、次の世代へと繋いでいくことが求められています。大

地震を経験していない若い世代に過去の経験や教訓を伝え、防災意識を高め、子どもたち

の未来を守りましょう。 

 地震はいつ、どこで発生するか予測が難しいため、日頃から災害への備えをしておくこ

とが大切です。 

 

●地震に対する備え 

①防災グッズの用意 

 非常食、水、懐中電灯、ラジオ、救急セットなど、最低 3日分の備蓄を心がけましょう。 

 

②避難場所の確認 

 自分の家や職場から最寄りの避難場所を確認し、家族や職員で共有しておきましょう。 

 

③情報収容手段の確保 

 ラジオやスマートフォンなど、災害時に情報を得るための手段を確保しておきましょう。 

 

④家族や職場との連絡方法の確認 

 災害時に家族や職員と連絡が取れるように、事前に連絡方法を決めておきましょう。 

 

⑤防災訓練への参加 

 地域の防災訓練に参加し、いざという時のために備えましょう。 

  

  
新潟県中越地震             能登半島地震    
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水消火器は、各事業所の自衛消防訓練の消火訓練や自主防災会の防災訓練等に使用するものです。

従来は、日本消防協会からの寄贈品や危険物安全協会の購入品を使用していましたが、経年劣化

により破損が目立つようになったため、新たに当協会で 2 セット購入させていただきました。 

水消火器は、消火薬剤の代わりに水を使用しますが、見た目や操作方法は本物の消火器と変わり

ません。火災発生時は、素早い初期消火で被害を最小限に食い止めることができます。有事に備え

て、日頃の取扱い訓練が重要です。 

なお、水消火器は、事業所や団体に対して無償で貸し出しをしております。水消火器の貸し出し

を希望される場合は、当協会事務局までお問合せをお願いします。 
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